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令和４年の新年度を迎え、法人内の各事業所では管

理者をはじめ人事異動がありました。（詳細は７面に

掲載しています。）各事業所の管理者から就任のご挨

拶をいただきました。  

 

  

 この４月から法人本部に 

勤務しています。これまで児

童相談所や福祉事務所でソー

シャルワーカーをしていまし

た。先月までは奈良県にある

身体障がい者・知的障がい者

更生相談所（大阪市の心身障

がい者リハビリテーションセンターのような所です）

におりました。 

 私の長男も重度の知的障がいがありますので、育成

会でのお仕事には支援者の視点、親の視点から両面で

取り組んでいくつもりです。といっても、長年福祉の

仕事をしていると、支援者の役割も親の役割もあまり

変わらないことに気づかされます。 

 長男は自閉症なので、パターン化された行動をとる

と安心するようです。毎週土曜日、日曜日は私と決ま

ったところへ外出します。外出すると、長男の不思議

な身振り、手振りから周りの心無い視線に晒されるこ

とも多くあります。もはやマイナスの感情は湧かない

ものの、その都度「誰かが守ってあげんと、この先、

生きていけんねやろな」と思ってしまいます。 

 障がい者の権利擁護ってよく言われるようになり

ましたが、平たく言うと、心と体を援護することに尽

きると思います。また、１００％できることはないで 

 

 

 

すが、考え方や感じ方をうまく表現できない人のため

に、代弁していくことではないでしょうか。特に社会

生活を送るにあたって支援の必要度合いが大きい人

に対しては、支援者というよりもむしろ援護者という

ほうが適切かもしれません。 

 長男が幼かった頃、西は九州、東は東京、それから

カリフォルニアまで、著名な療育の専門家を訪ね、相

談しました。大抵の専門家からは「お父さんはそこま

でしなくていい。専門の人に任せなさい」と言われ、

私は安心するどころか、ショックを受け、不愉快な思

いになりました。 

 唯ひとり、東京で障がい児向けの算数教育をされて

いた方から「お父さん、とことんやりなさい。脱サラ

してでも、子どものために施設でも何でもつくればい

い」と言われた時には涙がでるほど嬉しい思いでした。 

 こんな私ですので、育成会でも“とことん”やらせ

ていただきます。何卒ご容赦くださいませ！（笑） 

 

 

 新型コロナは発生から約

２年が経過しても、まだま

だ各所に影響を及ぼしてい

ます。その間、皆さんと直

接お会いして活動をするこ

ともなかなか難しい状況で

す。 

新型コロナにより社会全体の閉塞感が漂う中でも

時間は刻々と流れており、さまざまな困りごとを抱え

ている方たちは、表に出てきていないだけであり、皆

さんが平穏無事に過ごされている訳ではありません。 

大阪市育成会は全国組織の一員でもありますので、こ

の２年間のコロナ禍の中でも、他団体ではどのような

取り組みをしてきているのかを伺ってきました。 
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